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１．はじめに 
 山口３２ｍの位相安定度を測定する試験を行った際、初めてディストリビューション・

アンプ（ＺＺＺ製）を使用した。このディストリビューション・アンプは１０ＭＨｚと１

ＰＰＳの入力がそれぞれ１個、出力が８個あり、基準信号の分配に役立つと考えられて購

入したものである。今回は１０ＭＨｚの分配を目的として使用した。 
 位相安定度試験の途中、ディストリビューション・アンプの出力信号を基準信号とする

と、８ＧＨｚダウンコンバータの出力信号が大きな位相ノイズを持つ事がスペアナで確認

された。そのため、ディストリビューション・アンプによる１０ＭＨｚ信号の劣化の度合

いを調べた。 
 
２．測定 
 図１に示す接続図で測定を行った。１０ＭＨｚの発生器としてアジレントのシンセサイ

ザ（ＸＸＸ）を使用、この信号を直接スペアナ（アジレントＹＹＹ）に入力した場合、デ

ィストリビューション・アンプを通した場合のそれぞれについてスペクトルを調べた。ま

た、入力がない場合のディストリビューション・アンプの出力信号も調べた。なお、ディ

ストリビューション・アンプの出力は、８個あるうちの最も右端の出力端子を使用した。 
 

 
 
 
 
 

図１．接続図 
 
３．結果 
 結果を図２～６に示す。図２、３、６は０－５０ＭＨｚの範囲で測定した結果（ＲＢＷ

＝１０ｋＨｚ）、図４、５は５－１５ＭＨｚの範囲（ＲＢＷ＝１ｋＨｚ）である。なお、他

の出力はオープンであったが、５０Ω終端しても結果は同じであった。 
 入力された１０ＭＨｚを分配する機能は動作しているが、５～４４ＭＨｚにかけて多数

のスパイク状ノイズ信号が重畳されている事がわかる。また、測定中、このノイズのスペ

クトルはほぼ一定の状態を保っていた。 
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図２．入力を直結した場合（スパン：０－５０ＭＨｚ） 
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図３．ディストリビューション・アンプを通した場合（スパン：０－５０ＭＨｚ） 
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図４．入力を直結した場合（スパン：５－１５ＭＨｚ） 
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図５．ディストリビューション・アンプを通した場合（スパン：５－１５ＭＨｚ） 
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図６．ディストリビューション・アンプに入力がない状態での測定結果 

（スパン：０－５０ＭＨｚ） 
 
４．考察 
 ここで使用した入力信号は０ｄＢｍであり、直結状態でも若干の高調波が見られる。し

かし、今回の測定で見出されたノイズは高調波によるものではない（実際には＋１０ｄＢ

ｍの信号も分配・増幅する事が必要である）。 
 このノイズがディストリビューション・アンプの実力なのか、なんらかの故障によるも

のか、検討が必要である。また、実際に使用している例を調査し、問題が起きていないか

どうか確認することも必要であろう。 
 


